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提案書評価基準 

 
表１の評価項目及び配点のもと、評価を行います。 

各評価項目の評価の視点は表２のとおりとします。 

採点が同点の場合は、評価事項のうち、業務実施方針の合計点数で再評価を行い、受託候補を

特定します（なお同点の場合は、評価委員の多数決により受託候補者を特定します）。 

 
表１ 基本的評価事項  

 

評価項目 

(配点) 評価の着目点 配点 
評価 

（Ａ～Ｅ） 評価点 

業務実績 

（ 20点） 

(1) 受託企業 過去10年間の同種・類似業務の実績 10 
  

(2) 業務担当者 過去10年間の同種・類似業務の実績 10 
  

業務実施方針 

（ 55点） 

(1) 業務に対する考え方の

妥当性 

・本業務の趣旨及び目的を十分理解して 
いるか 

・業務説明資料に記載された委託内容を 

踏まえた提案がなされているか 

15 

  

(2) 業務実施手法の妥当性 

・業務実施にあたり、提案に具体性があ 
るか 

・提案内容が実効性のあるものになって 
いるか 

20 

  

(3) 業務実施体制の妥当性 
業務実施に必要な実施体制を整え、業務

遂行能力が高い体制か 
20 

  

ヒアリング 

（25点） 

取組意欲 取組意欲の感じられる提案であるか 10 
  

理解度・専門知識 

・本業務の趣旨を理解した説明になって 
いるか 

・質問に対して的確な受け答えができて 
いるか 

15 

  

評点の合計（ 100 点満点） 
 

 

（１）業務実績については、Ａ、Ｃ、Ｅの３段階評価を行う。 

（２）業務実施方針及びヒアリングについては、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階評価を行う。 

（３）評価点について、次のように配点を行う。 

配点にＡ＝５/５、Ｂ＝４/５、Ｃ＝３/５、Ｄ＝２/５、Ｅ＝１/５を乗じて算出する。 

   【業務実績】 

配点10点 Ａ＝10点、Ｃ＝６点、Ｅ＝２点 

【業務実施方針】 

配点10点 Ａ＝10点、Ｂ＝８点、Ｃ＝６点、Ｄ＝４点、Ｅ＝２点 

    配点15点 Ａ＝15点、Ｂ＝12点、Ｃ＝９点、Ｄ＝６点、Ｅ＝３点 

配点20点 Ａ＝20点、Ｂ＝16点、Ｃ＝12点、Ｄ＝８点、Ｅ＝４点 

（４）評価項目において、１項目でも評価がＥとなった場合は選定しない。 
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表２ 評価の視点 

評価項目 評価の着眼点 
評価 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

業務実績 

受託 
企業 

過去10年間の 

同種・類似 

業務の実績 

本業務に生か

すことができ

る業務実績が

十分ある 

 本業務に生か

すことができ

る業務実績が

ある 

 本業務に生か

せられると考

えられる業務

実績がない 

業務 
担当者 

過去10年間の 

同種・類似 

業務の実績 

本業務に生か

すことができ

る業務実績が

十分ある 

 本業務に生か

すことができ

る業務実績が

ある 

 本業務に生か

せられると考

えられる業務

実績がない 

業務実施 

方針 

(1)業務に対する考え方の

妥当性 

・本業務の趣旨及び目的 

を十分理解しているか 

・業務説明資料に記載さ 

れた委託内容を踏まえ 

た提案がなされている 

か 

的確に理解

している 

理解している どちらとも

いえない 

あまり把握

していない 

把握していな

い 

(2)業務実施手法の妥当性 

・業務実施にあたり、提 

案に具体性があるか 

・提案内容が実効性のあ 

るものになっているか 

具体性があり、

実効性のある提

案である 

実効性のある

提案である 

どちらともい

えない 

あまり実効性

のある提案で

はない 

具体性がなく、

実効性のある提

案ではない 

(3) 業務実施体制の妥当性 

業務実施に必要な実施体 

制を整え、業務遂行能力 

が高い体制か 

提案内容に対し

て、十分な体制

が配置され、業

務遂行能力が高

いと感じられる 

提案内容に対

して、必要な

体制が配置さ

れている 

どちらとも

いえない 

提案内容に対

して十分な体

制が配置され

ていない 

提案内容に対

して体制が不

十分である 

ヒアリング 

取組意欲の感じられる提案

であるか 

強い意欲が認

められる 

意欲が認め

られる 

どちらとも

いえない 

あまり意欲が

認められない 

意欲が認めら

れない 

・本業務の趣旨を理解した 

説明になっているか 

・質問に対して的確な受け 

答えができているか 

特に優れてい

る 

優れている どちらとも

いえない 

あまり妥当で

はない 

妥当ではない 

 




